
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、雨の日も子どもたちが学校行事や授業で活用できる「歩行・車椅子共用レイ

ンコート」が完成しました。また、おしゃれで着心地のいい服を着て～コンサートに出演

したい～という生徒の夢をかなえる「楽らくスタイル」衣服が出来上がり、地域の展示会

や新聞、テレビでも紹介され、広く地域に発信することができました。 

校内では、７年目になる「職員小物制作会」や「ＰＴＡ小物制作会」で、子どもたちの

生活を豊かにするたくさんの便利グッズが出来上がり、活用されています。 

 

地域との連携 雨の日も安心して外出したいな！ 

コンサートに出演する服があるといいな！ 

  
 

 

  

 
  

 
  

 車椅子でもトイレを利用しやす

いように、前ファスナーの開きを長

くするなど工夫された、おしゃれな

「ブルゾンとデニムパンツ」が完成

しました。 

 

着心地や機能性、携帯性

が工夫された「歩行・車椅

子共用レインコート」が開

発されました。地域の繊維

関連機関と企業１４社が

連携して制作されました。 

ブルゾン＆デニムパンツ 
国リハコレクション２０１４ 

一宮七夕祭り  

ユニバーサルファッション展 

各地で展示・紹介されました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校での取り組み 

   
 

 
  

 
  

 

職員小物制作会 

高等部作業学習 

首かしげないクッション 

脇冷やし 

保冷背当てポケット 

保護者同士が助け合

いながら、車椅子の背

もたれ部分に装着でき

る「保冷背当てポケッ

ト」を作りました。 

 

 夏季休業中の研修として取

り組みました。職員の手作りの

４０作品が出来上がりました。

２学期からさっそく活用して

います。 

ＰＴＡ小物制作会 

高等部作業手芸班では、スポン

ジをちぎったり袋につめたり、カ

バーを縫ったりなど、みんなで協

力してクッションを作りました。 

文化祭での展示 

袋詰め作業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校のみんなで、ウレタンちぎりと袋詰め、カバーがけ、ラッピングに取り組みました。 

高等部手芸班はクッ

ションカバーを製作

しました。 

今年度、本校は、県立学校アクティブチャレンジ事業の研究校（地域貢献部門）に選定されまし

た。今までの「みんなプロジェクト」の取組に加え、「アクティブチャレンジ！」を合い言葉に、全

校の子供たちでクッション作りに取り組みました。出来上がったクッションは、お世話になってい

る地域の方々に贈呈することができました。また、たくさんの笑顔の花が咲いた「みんなプロジェ

クト」６年間の取組の様子を、冊子「みんなプロジェクトの歩み」としてまとめました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで協力して作ったクッションを地域の方々へとどけました！ 

「ひんやりマフラー」など、

お母さんたちの愛情たっぷ

りの小物が出来上がりまし

た！ 

 

 今年度は、講師を迎えて「おしゃ

れな保冷スタイ」が出来上がり、み

んなプロジェクトの輪がさらに広が

りました。 

 

 

 

こちらにもおとど

けしました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、ストレッチ・消臭性を備えた生地

を使用した「車椅子用フォーマルスーツ」や岡

山県の倉敷スクールタイガー縫製（株）との共

同で、「リクルートスーツ」２着が完成しました。 

これらの衣服には、袖下から脇までのファスナ

ーで、車椅子の肩ベルトや胸ベルトを隠せるよ

うな工夫、クラッチのカフをスーツの袖の中に

隠す工夫など、着脱や着心地、シルエットを考

えたアイデアがたくさん盛り込まれています。          

また、背中や臀部に縫いしろのない新しい縫製

手法で、レインケープやＰコートなどを制作し、

より多くの子供たちに衣服を届ける取組も始ま

りました。２月には、総合展『THE 尾州』で展

示され、たくさんの地域の方々に紹介すること

ができました。また、一宮七夕祭りの「七夕ヘ

アーコレクション」にも浴衣姿で参加しました。 

フォーマルスーツ 

リクルートスーツ 

総合展「THE 尾州」 

の展示風景 

ジージャン・レインケープ・Ｐコート 

繊維関連機関の方々との仮縫いの様子 

「楽らくスタイル」授与式の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、学校（職員、保護者、子供たち）を中心に、一宮ファッションデザインセンター、尾

張繊維技術センター、地域の会社の方々の協力を得て、子供たちが活用できる衣服や小物をみんな

で協力し合って作り上げる「みんなプロジェクト」に取り組みました。 

障害がある子供たちのニーズに合った「楽らくスタイル」衣服や小物が出来上がり、今年度は、 

国立障害者リハビリテーションセンター主催の展示、「国リハコレクション 2012」にも参加しま

した。 

今年度は、尾州特産のアンゴラウール

100％の布地を使用した「車椅子・クラッ

チ両用のレディースコート」と紙製の糸で

織り上げ、撥水加工をした「レインケープ」

が完成しました。袖下が大きく開き、クラ

ッチのカフを袖の中に入れることができた

り、胸ベルトを内側に隠す工夫、着脱が簡

単な磁石のボタンを使用したりなど、全部

で１２の工夫が盛り込まれています！ 

 2 月には、総合展「THE 尾州」で展示さ

れ、新聞やテレビを通して、たくさんの方々

に紹介することができました。 

 

総合展「THE 尾州」 

の展示風景 

レインケープ 

レディースコート 

繊維関連機関の方々 

との仮縫いの様子 

展示の様子 

 

 

１２月１９日、国立リハ

ビリテーションセンタ

ーにおいて、障害がある

方たちのファッション

ショーと全国各地から

の展示会が開催され、

「みんなプロジェクト」

の作品も参加しました。 

障害者のための工夫満

載の服や着物、靴やボタン

など参考になる展示がた

くさんありました。 

 

 

http://pic.prepics-cdn.com/yuki72/21350820.gif
http://pic.prepics-cdn.com/yuki72/21350820.gif


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんな小物があったら便利だ

な！」そんな子どもたちのニー

ズに合ったクッションチェアシ

ートやエプロン、保冷グッズな

どたくさんの小物が出来上がり

ました。 

「みんなプロジェクト」のロゴ

のついた小物は、子供たちが毎

日、学校や家庭で使っています。 

文化祭での展示 

 

ＰＴＡ役員さんを中心にたくさん

の保護者が参加され、保冷たすきや

食事エプロンを作りました。 

お母さんたちの愛情たっぷりの

小物が出来上がりました！ 

 

保冷たすき 食事エプロン 

高等部の作業学習では、いろ

いろな形のクッションを制作し

ました。ロゴマークを縫い付け

たり、ちぎったスポンジを詰め

たりなど、みんなで協力して作

りあげました。 

文化祭での展示 

http://pic.prepics-cdn.com/yuki72/21350820.gif
http://pic.prepics-cdn.com/yuki72/21350820.gif


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度も一宮地場産業ファッションデザインセンター、尾張繊維技術センター、地域の会

社と連携し、障害がある人のニーズに合った、「楽らくスタイル」衣服や小物の開発、制作に取り組

みました。また、今年度は京都女子大学からの依頼を受け、研究に協力しました。 

今年度は、尾州特産のウール100％（抗菌、

消臭加工）を使用した「車椅子用Ｐコート」が

完成しました。この衣服には、袖下から脇まで

のファスナー、肘に設けたダーツ、車椅子のベ

ルトを隠せるように肩に作ったスリットなど、

着脱や着心地、シルエットを考えた工夫がたく

さん盛り込まれています。 

２月には、「総合展『THE 尾州』」に展示さ

れ、たくさんの地域の方々に紹介することがで

きました。 
総合展「THE尾州」の展示風景 

繊維関連機関の方々 

との仮縫いの様子 

 

今年も、子どもたちのニーズに合った

クッションやエプロン、保冷マフラーな

どたくさんの小物が出来上がりました。

「みんなプロジェクト」のロゴのついた

クッションは、校内で使われています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 京都女子大学短期大学部、滋賀県立大学から本校に研

究協力の依頼がありました。研究テーマは「オンデマン

ドファッションを利用したユニバーサルファッションの

実現」です。これは、３次元計測を利用して高齢者や障

害のある方を含めたすべての方が、簡単に自分の体型や

感性に合う衣服を低価格でオーダーできるシステムを作

るための研究です。近い将来、インターネットを利用し

て、個々の体に合った、着やすくておしゃれな衣服が簡

単にでき、手に入れられるようになるといいですね。 

体にぴったり合った着心地の 

いいスーツが完成しました。 

たくさんの保護者の方が参加さ

れ、保冷マフラーや姿勢保持クッシ

ョンを作りました。苦手なところを

教え合ったり、デザインの相談をし

たりなど、楽しい交流の場になりま

した。 

保冷マフラー 三角クッション 

高等部の作業学習では、校内か

ら依頼されたクッションの制作

も行いました。自分たちが作った

クッションが校内で活用され、生

徒たちは満足そうでした。 



              

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

本校では、平成２２度も一宮地場産業ファッションデザインセンター、尾張繊維技術

センター、地域の会社と連携し、障害がある人のニーズに対応した着やすくておしゃれ

な「楽らくスタイル」衣服や小物の開発、制作に取り組みました。 

 

今年度は、綿100％のデニム生地（抗菌、

ストレッチ機能）を使用した「車いす用ジー

ジャン・ジーパン」が完成しました。 

この衣服には、袖下から脇までファスナー

で開閉できるなど、着脱しやすく、着心地が

よい工夫がたくさん盛り込まれています。 

２月には、「ジャパン・テキスタイル・コ

ンテスト２０１０」で展示され、地域の方々

に紹介することができました。 

展示会の様子 

繊維関連機関の方々 

による仮縫いの様子 

 

 

みんなプロジェクト発足 

高等部の作業学習や職員の研修会で、尾

張繊維技術センター開発の抗菌・消臭加工

の生地を使い、いろいろな形のクッション

を制作しました。 

全校の子どもたちからデザインを公募し

たロゴマークをつけたクッションは、校内で

子どもたちが活用しています。 

子どもたち、職員、地域の方々、みんな

が協力して作り上げるこの取組を私たち

は、みんなプロジェクトと名付けました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、平成 20 年度「心をつなぐ学校づくり推進事業」～「楽らくスタイル」で

社会参加～に取り組みました。今年度も障害がある人のニーズに対応した「楽らくスタ

イル」衣服の開発、制作が継続しています。 

 

 ８月の交流会では車いす障害物競走を行い、楽し

く交流を深めることができました。 

昨年度制作した「楽らくスタイル」衣服の

着心地や改良点などについて意見交換をしま

した。 

 

 

平成２１年度も一宮地場産業ファッショ

ンデザインセンター、尾張繊維技術センタ

ー、地域の会社の協力を得て、障害がある人

のニーズに応じた「楽らくスタイル」衣服の

制作に取り組みました。 

２月には、新開発生地（消臭、ストレッチ）

を使用した「車いす用レディーススーツ」が

完成し、「ジャパン・テキスタイル・コンテ

スト２００９」で展示され、新聞に掲載され

ました。 

校内では、職員が中心となり尾

張繊維技術センター開発の「夏涼

しく冬暖かい抗菌性・防臭性のあ

るウール生地」を利用してクッシ

ョンチェアのカバーやいろいろな

形のクッションを制作しました。

これらは、校内で子どもたちが活

用しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


